
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

e ラーニングコースにつき 1日 3時間程度

．．．．．．．

■パソコンもしくはスマートフォン（マイク・カメラ付）   ■OS：Windows10以上、Android9.0以上、iOS13以上 

■ブラウザ：Microsoft Edge・Google Chrome・Firefox・Safari  ■ソフトウェア：Acrobat Reader DC、プリンタ、メールアドレス 

■インターネット接続環境：常時接続１Mbps以上（Wi-Fi接続が望ましい。） 通信費は訓練生の負担となります。 

※受講を希望される方は必ず体験版（下記 URL）で動作環境をご確認ください。 

（https://marketing.platon.jpn.com/） 

※動作確認について不明点等ありましたら実施予定施設にお問い合わせください。 
 

（原則として、土・日・祝日は訓練休です。） 

 

 



Ｌ＆Ｌコンピュータスクール金沢校

e３月簿記基礎応用科

10名

令和6年3月26日 ～ 令和6年6月25日 (3か月)

１日３時間程度

時間数

行事 2Ｈ

就職支援 25Ｈ

３級簿記 36Ｈ

２級商業簿記 54Ｈ

２級工業簿記 36Ｈ

２級簿記総まとめ演習 12Ｈ

２級簿記実力完成演習 12Ｈ

177時間 （学科 153時間 実技 24時間 )

※対象訓練なし

50.0%

63.6%

取得可能な資格・検定
(別途資格試験等の受検を要するもの)

日商簿記検定試験初級・３級・２級・原価計算初級

修了時取得できる資格等
(修了時別途資格試験等を受検することなく

取得できるもの)

過去に実施した職業訓練の
就職率（類似分野）

令和２年度

令和３年度

令和４年度

訓
　
　
　
　
練
　
　
　
　
の
　
　
　
　
内
　
　
　
　
容

学
　
　
　
科

実
技

計 総訓練時間

本試験形式・レベルの問題演習（模擬試験）を実施し、解説講義並びに
要点整理を行う

主　要　な　機　械　設　備
主要な機械設備 パソコン一式(Windows 11)、
ワープロソフト(Word 2021)、表計算ソフト(Excel 2021)、
インターネット、LAN環境、レーザープリンタ　など

※記載内容について、一部変更となる場合があります。

訓練概要
ビジネス全般で役立つ簿記会計の基礎知識並びに経理職や事務職への就職を可能にするために、
企業の経理会計に必須である日商簿記検定２級レベルの知識に加えて、職業人の基礎能力として
重要な、ビジネスマナーに関する知識を習得します。

訓練目標
経理を含めた事務職全般に対応できるように、簿記の基礎となる仕訳の処理から、決算整理や売
上原価・製造原価の計算といった簿記の応用や給与事務の専門知識を習得するとともに、簿記会
計に精通した、企業等で即戦力として従事できる人材となることを目指します｡

科　　　　目 科　　　目　　　の　　　内　　　容

オリエンテーション

自己分析、面接対策、ジョブ・カードの作成・活用、ビジネスメールの
作成、履歴書･職務経歴書の作成、キャリアコンサルティング　など

簿記の基礎、日常の取引（商品売買・現金預金・手形取引・金銭の貸借
と利息の受け払い・固定資産の売買等・株式の発行・株式会社の税金
など）に対する仕訳、試算表の作成、決算整理仕訳（現金過不足・売上
原価の計算・貸倒れの設定・減価償却の計上 など）、精算表・財務諸
表（損益計算書・貸借対照表）の作成、伝票式会計　など

簿記一巡の手続き、財務諸表（資産・負債の分類）、商品売買（分記
法・売上原価対立法）、銀行勘定調整表、有価証券、営業外の手形取
引、有形固定資産（建設仮勘定・圧縮記帳）、リース取引、無形固定資
産、研究開発費、引当金、外貨換算会計、税効果会計、株主資本等変動
計算書、本支店会計、連結会計　など

工業簿記の基礎、材料費会計、労務費会計、個別原価計算、製造間接費
の予定配賦、部門別個別原価計算、総合原価計算、正常仕損費の計算、
工程別総合原価計算、組別総合原価計算、等級別総合原価計算、標準原
価計算、原価差異の分析、直接原価計算、短期利益計画（ＣＶＰ分
析）、本社工場会計　など

簿記基礎並びに簿記応用で学習した内容の確認を演習形式で実施し、解
説講義並びに要点整理を行う

訓練カリキュラム 5-05-17-190-03-0235

実施施設名

訓練科名

定員
就職先

の
職務

一般事務
経理事務
営業事務　　など

訓練期間

在宅訓練時間


